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羽
曳
野
市
の

財
政
は

厳
し
い
の
？

日
本

共
産
党

議
員
団

く
ら
し
を
応
援
す
る

積
極
的
な
施
策
の
展
開
を
要
求

平
成
25
年
度
決
算
は

黒
字
に

11
億
２
０
４
３
万
円
の

羽曳野市９月議会

　

地
方
自
治
体
の
財
政
は
羽
曳
野
市
だ
け
で
は
な
く
、

ど
の
自
治
体
に
と
っ
て
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
、
住
民
福
祉
増
進
の
た
め
に
や
り
く
り
す

る
の
が
自
治
体
の
責
務
で
す
。
と
り
わ
け
、
羽
曳
野
市
は

毎
年
黒
字
決
算
を
続
け
、
財
政
調
整
基
金
も
33
億
円
を

超
え
る
基
金
を
積
み
立
て
ら
れ
る
財
政
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
住
民
の
福
祉
の
向
上
や
教
育
施
設
の
改
善
を
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う

た
め
、
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年

度
積
み
立
て
る
基
金
の
こ
と
を

い
う
。
平
成
25
年
度
は
、
黒
字

の
11
億
円
の
約
半
分
で
あ
る
５

億
７
千
万
円
を
基
金
に
積
み
立

て
、
全
体
で
約
33
億
円
の
基
金

と
な
る
。

　
こ
の
基
金
は
、
予
期
し
な
い

収
入
減
や
不
時
の
支
出
増
加

で
、
財
政
運
営
が
厳
し
く
な
っ

た
時
の
安
全
装
置
と
し
て
の
貯

金
と
言
え
る
。

財
政
調
整
基
金
と
は

住
民
要
望
が
実
現
し
た
主
な
施
策

◆
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成
の
拡
充

◆
国
民
健
康
保
険
の
葬
祭
費
の
拡
充（
４
万
円
が
５
万

円
に
）や
人
間
ド
ッ
グ
の
対
象
年
齢
の
拡
充

◆
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
、改
修
工
事
の
実
施（
25
年
度

は
埴
生
南
小
、丹
比
小
学
校
の
校
舎
の
耐
震
補
強
、改

修
工
事
の
実
施・誉
田
中
学
校
の
体
育
館
の
耐
震
補

強
、改
修
工
事
の
実
施
と
校
舎
の
新
築
工
事
に
着
手・

羽
曳
野
中
学
校
の
校
舎
及
び
体
育
館
の
改
修
工
事
の

実
施
）

◆
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し（
洪
水・土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
ー
全
世
帯
に
配
布
）

◆
市
西
部
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
計
画
の
策
定

◆
道
路
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新　
　
な
ど

　

物
価
が
上
が
り
、
年
金
や
給
料
は

下
が
る
、
消
費
税
の
負
担
、
社
会
保

障
の
負
担
も
増
え
る
中
、
公
共
料
金

を
引
き
下
げ
、
市
民
の
暮
ら
し
を
応

援
す
べ
き
で
す
。
水
道
料
金
は
、
基

本
料
金
を
月
額
１
０
０
円
引
き
下
げ

ま
し
た
が
、
各
種
保
険
料
な
ど
が
生

活
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
余

剰
金
が
あ
る
国
民
健
康
保
険
や
、
介

護
保
険
な
ど
の
保
険
料
を
抑
制
す
る

こ
と
や
、
上
下
水
道
料
金
の
引
き
下

げ
で
生
活
を
応
援
す
べ
き
と
主
張
し

ま
し
た
。

公
共
料
金
の
引
き
下
げ
を

　

教
育
施
設
の
老
朽
化
が
す
す
ん
で

い
ま
す
。
市
は
、
耐
震
補
強
を
最
優

先
に
取
り
組
ん
で
き
て
、
平
成
27
年

度
で
小
中
学
校
１
０
０
％
完
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
の
美
装
化
や
ト
イ
レ

の
改
修
な
ど
様
々
な
要
望
は
「
幼
稚

園
な
ど
の
耐
震
化
が
終
了
し
て
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
後
回
し
に
な
っ
て

い
ま
す
。
耐
震
化
と
あ
わ
せ
て
改
善
に

取
り
組
む
べ
き
で
す
。

教
育
施
設
の
改
善
を

　

羽
曳
野
市
で
は
、
現
在
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
通
院
が
小
学
校
３
年
生

ま
で
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
隣
市
町
村
で
は
、
中

学
校
卒
業
ま
で
、
小
学
校
卒
業
ま
で

に
広
が
っ
て
お
り
、
羽
曳
野
市
は
近
隣

市
と
比
べ
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
が
子
ど
も
医
療
費
助
成
を

拡
充
す
る
方
向
を
示
し
て
い
る
中
、

羽
曳
野
市
も
、
さ
ら
な
る
助
成
年
齢

引
き
上
げ
を
す
べ
き
で
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

議
長
に
花
川
雅
昭
市
議（
市
民
ク
ラ
ブ
）

副
議
長
に
ひ
ろ
せ
公
代
市
議

　

10
月
１
日
、
２
日
と
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ

れ
、
議
長
に
花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）、
副
議
長
に
ひ

ろ
せ
公
代
（
日
本
共
産
党
）
の
両
市
議
が
全
員
一
致
で

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
市
監
査
委
員
は
、
上
藪
弘

治
市
議
（
維
新
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
議
会
で
の
意
見
書

　

日
本
共
産
党
議
員
団
が
提
出
し
た
『
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）』
は
、
オ
ー
ル
与
党
の
反
対
で
不
採
択
！

《
全
会一致
で
採
択
さ
れ
た
意
見
書
》

◆
手
話
言
語
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

◆
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
係
る
周
知
及
び
適
切
な
労
災

認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◆
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書


